
総合的な学習の時間指導案 

学習者  附属小学校６年１組 ３３名 

指導者  伊東大智 

 

 

単元名 「大分ニラ」で大分市の味力を新発見・深発見！！ 

～「大分ニラ」を使ったオリジナルレシピで大分市を盛り上げよう！！～（仮） 

 

１．単元の目標 

 大分市の特産品である「大分ニラ」の生産者と関わったり、その魅力を生かしたオリジナルレシピを考

え発信したりする活動を通して、特産品の生産・販売・宣伝活動に関わる人々の努力や創意工夫、思いを

理解し、郷土の食を継承・発展していくことの意義やそのために自分たちにできることについて考える

とともに、郷土を大切にしようとすることができるようにする。 

２．単元の評価規準 

 

 

 

３．指導と評価の計画（別紙） 



４．本時の指導（５／７０）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時間 児童の活動 
○指導及び・留意点 ◎評価（方法） 

※支援を要する児童への手立て 
準備物 

5分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25分 

 

 

 

 

１．本時の学習のめあてを立

て、解決の見通しを持つ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．班で話し合い、視点に沿

って自分たちの願いに合

う学習材を考える。 

 

 

○これまでの学習を振り返り、今年度の総合的な学

習に対する願いと学習材を選ぶための視点を確

認することで、本時の学習のめあてと解決の見通

しをもつことができるようにする。 

・本時では、学習材の決定に向けて、候補の中から

班で１つにしぼり、その後全体で１つの学習材を

選び抜くことを確認する。 

 

 

・話し合いの視点を確認する。 

 

〇視点に沿って学習材の特徴を比べたり条件付け

たりすることで、より自分たちの願いに合う学習

材をしぼっていくことができるようにする。 

・視点に沿って学習材を選び抜く話し合いに適し

た思考ツールを選ぶことができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思考ツー

本時のねらい  今年度の総合的な学習の時間の学習材について、思考ツールを選択し、視点に沿っ

て学習材の特徴を比較しながら考えることを通して、より自分たちの願いに合ったも

のを選ぼうとすることができる。 

評価規準    今年度の総合的な学習の時間の学習材について、視点に沿って学習材の特徴を比較

しながら考え、選ぼうとしている。 

具体的な児童の姿 

・「大分ニラ」は大分市を中心につくられていることや「夏ニラ」と「冬ニラ」があり、年間を通し

て味わえることはあまり知られていないだろうから、「大分の人に新発見・深発見」があるとい

う視点に合うな。また、一年中売られているし安いという特徴は、学校や家で味わったり料理を

つくってみたりできるということだから、他の学習材に比べて「何度も体験・体感し、専門家に

なることができる」という視点により合うな。 

・「不動尊一心寺」については正直知らなかったけど、八重桜の名所であり、「初夏のホタル」「夏の

大花火」「秋の紅葉」など年中を通して工夫をして人を呼び込んでいるから、「大分市の人に新発

見・新発見がある」だろう。でも、附属小学校から距離があるから「何度も体験・体感し、専門

家になることができる」ためにはどうすればいいかな。 

・それぞれの視点に合うと思われる学習材は選ぶことができた。でも、その学習材自体に対する理

解がまだ必要だと感じた。本物を味わったり見に行ったり、関わる人の思いを聞いたりしたいな。 

めあて 今年度の総合の学習材を決めよう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．全体で話し合い、視点に

沿って自分たちの願いに

合う学習材を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．本時の学習の振り返りを

する。 

 

 

 

 

・学習材に条件を加えたり限定したりしてより視

点に合うように条件付けをしている様子が見ら

れたら、情報に条件付けしよりよいものにしてい

くよさを広げる。 

・学習材同士の特徴を比べてより視点に合うもの

を選ぼうとしている様子が見られたら、情報同士

を比較し順位づけるよさを広げる。 

・学習材が１つにしぼることができた班は、全体で

の話し合いに向けてその学習材がなぜ願いの達

成に適しているのか理由付けながら説明できる

ようにしておくことを助言する。 

◎今年度の総合的な学習の時間の学習材について、

視点に沿って学習材の特徴を比較しながら考え、

選ぼうとしている。 〈発言分析〉 

 

〇班での話し合いをもとに、学習材の特徴を比べた

り条件付けたりすることで、より自分たちの願い

に合う学習材について考えるとともに、更なる情

報収集の必要性を感じることができるようにす

る。 

・班での話し合いを生かして、自分の立場を明確に

持ち、視点により合っている学習材とその理由に

ついて話し合うことができるようにする。 

・これまで調べてきた方法がインターネットやパ

ンフレットに偏っていたことに気付き、学習材そ

のものを体験・体感したり、学習材に関わる人の

思いを知ったりする必要性に気付くことができ

るようにする。 

 

〇本時の話し合いを通して考えたこと、感じたこと

を記述するようにする。 

・「現段階で適していると思う学習材とその理由」

「さらに調べたいこと」という視点を入れて記述

することができるようにする。 

◎今年度の総合的な学習の時間の学習材について、

視点に沿って学習材の特徴を比較しながら考え、

選ぼうとしている。 〈記録分析〉 
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